


Ｑ
町
名
や
字
名
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Å
町
名
や
字
名
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
現
在
各
町
で
調
整
中
で
す
。
七
月

中
に
は
決
定
す
る
見
込
み
で
す
。

Ｑ
住
所
表
示
の
変
更
は
す
べ
て
自
分
で

手
続
き
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
？

Å
行
政
機
関
が
職
権
で
行
う
も
の
と
、

各
個
人
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
も
の
が

あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
不
動
産
登
記
の
場
合
、
土

地
の
所
在
（
表
題
部
）
は
法
務
局
が
職

権
で
修
正
し
ま
す
が
、
所
有
者
の
住
所

は
各
自
で
修
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
有
者
の
住
所
を
す
ぐ
に

直
す
必
要
は
な
く
、
登
記
を
変
更
す
る

際
（
売
買
や
相
続
等
）
に
、
い
っ
し
ょ

に
修
正
す
る
こ
と
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

住
所
表
示
の
変
更
に
伴
っ
て
必
要
に

な
る
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
、
合
併
前

に
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
配
布
し
、
く
わ
し

い
内
容
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

Ｑ
郵
便
番
号
や
電
話
番
号
は
ど
う
な
り

ま
す
か
？

Å
現
行
ど
お
り
変
わ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
各
町
の
役
場
は
合
併
後
ど
う
な
り
ま

す
か
？

Å
に
か
ほ
市
役
所
と
な
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
「
仁
賀
保
庁
舎
」「
金
浦

庁
舎
」「
象
潟
庁
舎
」
と
呼
び
、【
表
１
】

の
と
お
り
、
各
庁
舎
に
事
務
組
織
と
機

構
を
振
り
分
け
て
使
用
す
る
「
分
庁
方

式
」
を
採
り
ま
す
。

Ｑ
「
分
庁
方
式
」
だ
と
、
窓
口
を
利
用

す
る
う
え
で
不
便
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

Å
各
庁
舎
に
設
置
す
る
「
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
各
種
届
出
や
証

明
書
の
交
付
申
請
な
ど
、
住
民
の
皆
さ

ん
に
身
近
な
ほ
と
ん
ど
の
手
続
き
が
可

能
で
す
の
で
、
最
寄
り
の
庁
舎
の
窓
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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十
月
一
日
の
「
に
か
ほ
市
」

誕
生
ま
で
、
い
よ
い
よ
あ
と
四

か
月
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
二
月
に
三
町
長
が
調
印

し
た
合
併
協
定
書
に
は
、
合
併

の
方
式
や
期
日
、
新
市
建
設
計

画
な
ど
、
こ
れ
ま
で
合
併
協
議

会
で
確
認
さ
れ
て
き
た
基
本
的

事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
現

在
調
整
中
の
事
項
や
、
合
併
後

に
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
予

定
の
事
項
が
多
数
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の

生
活
に
関
わ
り
の
深
い
事
項
に

つ
い
て
、
現
在
ま
で
に
調
整
さ

れ
た
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

¡市民部
市民課、生活環境課、清掃セン
ター、健康福祉課、福祉事務所、
診療所

¡市民サービスセンター
総務班、税務班、農林水産班、
商工観光班、建設班、教育班

【表１】新市のおもな事務組織機構（くわしくは合併協議会発行「かけはし」６月号をご覧ください）

仁賀保庁舎
¡産業建設部
農林課、農漁村整備課、商工課、
観光課、建設課、都市整備課、
下水道課

¡農業委員会事務局
¡市民サービスセンター
総務班、税務班、市民班、福祉
班

金浦庁舎
¡総務部
総務課、企画課、財政課、税務
課、情報システム課

¡会計課
¡国体推進室
¡市議会事務局
¡選挙管理委員会事務局
¡監査委員事務局
¡市民サービスセンター
市民班、農林水産班、建設班、
商工観光班、福祉班、教育班

象潟庁舎

¡ガス水道局 ¡教育委員会　¡消防本部



Ｑ
公
共
施
設
の
使
用
料
は
？

Å
原
則
と
し
て
現
行
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
各
種
証
明
書
等
の
発
行
の
際
に
支
払

う
手
数
料
は
？

Å
三
町
で
差
異
の
あ
る
も
の
は【
表
２
】

の
と
お
り
統
一
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
次
の
手
数
料
は
三
町
で
差
異

が
な
い
た
め
、
現
行
ど
お
り
と
な
り
ま

す
。

¡
町
税
督
促
手
数
料

¡
税
務
諸
証
明
手
数
料

¡
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
手
数
料

¡
廃
棄
物
処
理
手
数
料

¡
犬
の
登
録
手
数
料

¡
優
良
住
宅
、
優
良
宅
地
認
定
申
請
手

数
料

Ｑ
納
期
前
納
付
報
奨
金
や
納
税
貯
蓄
組

合
の
取
り
扱
い
は
？

Å
住
民
税
・
固
定
資
産
税
の
年
税
額
を

第
一
期
納
期
内
に
納
付
し
た
場
合
の
報

奨
金
に
つ
い
て
は
、
交
付
限
度
額
が
二

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
納
税
貯
蓄
組
合
に
対
す
る
完

納
報
奨
金
は
合
併
時
に
廃
止
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
今
年
度
の
町
税
の
納
付
書
は
ど
う
し

た
ら
い
い
で
す
か
？

Å
十
月
以
降
（
合
併
後
）
も
そ
の
ま
ま

お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

Ｑ
現
在
使
用
し
て
い
る
バ
イ
ク
等
の
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
は
？

Å
合
併
後
も
有
効
で
す
。
そ
の
ま
ま
使

用
し
て
い
て
構
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
は
ど

う
な
り
ま
す
か
？

Å
基
礎
課
税
額
に
つ
い
て
は
平
成

二
十
年
度
か
ら
、
介
護
納
付
金
課

税
額
に
つ
い
て
は
平
成
十
八
年
度

か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
税
率
を
統
一
し

ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
旧
町
ご
と
の
課

税
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
各
種
給
付
及
び
助
成
事
業
は
ど

う
な
り
ま
す
か
？

Å
【
表
３
】
の
と
お
り
に
統
一
し
、

新
市
に
お
い
て
も
実
施
し
ま
す
。
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【表２】各種手数料

【表３】各種給付及び助成事業

仁賀保町 金浦町 象潟町 新　市

保 険 給 付
出産育児一時金 300,000円 300,000円 300,000円 300,000円

事　　　業
葬祭費 70,000円 70,000円 50,000円 70,000円
出産資金貸付（80％） 240,000円 － － 240,000円

助 成 事 業
人間ドック 10,000円限度 （一般会計で実施） 5,000円 5,000円
脳ドック － － 10,000円 10,000円

優 良 家 庭 年間を通して無傷病世
記念品を贈呈 －

表　　　彰 帯への表彰

福祉医療制
度助成事業

－ －

印鑑登録証の交付 無料 無料
印鑑登録証の再交付 １件 200円 1件 200円
住民票の世帯全員の交付
（１世帯５人以下） １件 300円 １組 200円
（１世帯６人以上） １件 300円 １組 400円
市民証 － １件 200円
臨時運行許可申請手数料 － １両 750円
地籍図面 400円 400円
集成図面 2,000円 2,000円
平板図 2,000円 2,000円
一筆図 1,000円 1,000円
集計表 500円 500円
集積図 2,300円 2,300円

仁賀保町 新　市

戸
籍
・
住
基
等
手
数
料

地
籍
図
交
付
手
数
料

重度心身障害者・乳幼児・
母子・父子家庭・高齢者身
体障害者医療費助成

入院時食事療
養費半額補助

入院時食事療
養費半額補助

世帯ごとに10,000
円の商品券を贈呈

世帯ごとに10,000
円の商品券を贈呈



Ｑ
消
防
や
ご
み
処
理
、
下
水
道
な
ど
、

現
在
、
三
町
の
組
合
で
行
っ
て
い
る
業

務
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Å
三
町
で
構
成
し
て
い
る
消
防
組
合
と

衛
生
施
設
組
合
は
、
合
併
前
日
を
も
っ

て
解
散
し
ま
す
が
、
す
べ
て
の
事
務
、

財
産
、
一
般
職
の
職
員
を
合
併
後
の
新

市
に
引
き
継
い
で
業
務
を
行
い
ま
す
。

Ｑ
上
下
水
道
、
ガ
ス
の
料
金
は
ど
う
な

り
ま
す
か
？

Å
上
水
道
の
給
水
料
金
、
農
業
集
落
排

水
の
使
用
料
、
ガ
ス
料
金
は
、
平
成
十

九
年
度
か
ら
統
一
さ
れ
ま
す
の
で
、
そ

れ
ま
で
は
旧
町
ご
と
の
料
金
設
定
と
な

り
ま
す
。

Ｑ
象
潟
や
金
浦
に
あ
る
公
営
住
宅
に
も

入
居
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
か
？

Å
入
居
資
格
（
所
得
要
件
等
）
を
満
た

せ
ば
、
入
居
は
可
能
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
冬
季
の
道
路
除
雪
体
制
は
変
わ
り
ま

す
か
？

Å
基
本
的
に
現
行
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
生
活
環
境
に
関
す
る
各
種
補
助
事
業

の
取
り
扱
い
は
？

Å
【
表
４
】
の
と
お
り
統
一
の
う
え
、

新
市
に
お
い
て
も
補
助
し
ま
す
。

Ｑ
児
童
福
祉
制
度
の
取
り
扱
い
は
？

Å
各
町
で
差
異
の
あ
る
制
度
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
新
市
に
お
い
て
統
一

し
実
施
し
ま
す
。

◇
出
産
祝
金

第
三
子
出
生
時
…
…
…
…
…
10
万
円

第
四
子
以
降
出
生
時
…
…
…
20
万
円

◇
父
子
児
童
手
当

児
童
一
人
に
つ
き
…
…
…
…
７
千
円

た
だ
し
、
児
童
２
人
以
上
の
場
合
、

１
人
に
つ
き
３
千
円
を
加
算

◇
保
育
料

現
在
、
三
町
で
最
も
安
価
な
金
浦
町

の
徴
収
基
準
額
に
統
一
し
ま
す
。

Ｑ
生
活
保
護
や
特
別
障
害
者
手
当
等
の

業
務
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Å
合
併
後
は
新
市
に
福
祉
事
務
所
を
設

置
し
、
専
門
的
な
職
員
に
よ
る
業
務
を

実
施
し
ま
す
。

Ｑ
敬
老
式
や
金
婚
式
、
長
寿
祝
金
の
取

り
扱
い
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Å
敬
老
式
は
、
満
七
十
五
歳
以
上
を
対

象
に
当
面
は
旧
町
ご
と
に
実
施
し
ま
す
。

敬
老
式
も
同
時
に
実
施
し
、
内
容
に
つ

い
て
は
い
ず
れ
も
新
市
に
お
い
て
調
整

し
ま
す
。

ま
た
、
長
寿
祝
金
に
つ
い
て
は
【
表

５
】
の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
す
。
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仁賀保町 新市

ゴミステー
ション整備
費補助事業

１基につき購入費
の1/2を補助
（50,000円限度）

１基につき経費の
1/2を補助
（80,000円限度）

コンポスト

生
ゴ
ミ
堆
肥
化
補
助
事
業

購入費の1/3を補助
（3,000円限度）

購入費の1/2を補助
（5,000円を限度）

電　動
生ゴミ
処理機

購入費の1/3を補助
（20,000円限度）

同　左

チャイルド
シート購入
費補助事業

町内の就学前乳幼児の保
護者（乳幼児１人につき
１台まで）を対象に、購
入価格（税抜き）の1/2を
補助（15,000円限度）

同　左

【表４】生活環境関係の補助事業

年齢 仁賀保町 新市
101歳以上 10,000円 廃止

100歳
（在宅）1,000,000円

500,000円
（施設） 500,000円

96～99歳 10,000円 廃止
95歳 10,000円 50,000円

91～94歳 10,000円 廃止
90歳 10,000円 30,000円

86～89歳 10,000円 廃止
85歳 10,000円 20,000円

81～84歳 10,000円 廃止
80歳 10,000円 10,000円

【表５】長寿祝金支給額
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Ｑ
小
・
中
学
校
の
通
学
区
域
は
変
わ
り

ま
す
か
？

Å
当
面
は
現
行
の
と
お
り
と
し
、
必
要

に
応
じ
て
新
市
に
お
い
て
調
整
し
ま
す
。

Ｑ
成
人
式
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Å
現
行
で
は
当
町
が
一
月
、
象
潟
、
金

浦
両
町
が
八
月
と
、
実
施
時
期
が
違
っ

て
お
り
、
新
市
に
お
い
て
調
整
し
ま
す
。

Ｑ
現
在
各
町
で
行
っ
て
い
る
観
光
イ
ベ

ン
ト
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Å
主
催
団
体
と
協
議
し
、
合
併
時
ま
で

調
整
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
保
健
事
業
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
り

ま
す
か
？

Å
母
子
保
健
（
乳
幼
児
健
診
等
）、
予

防
接
種
、
結
核
予
防
、
老
人
保
健
（
基

本
健
診
、
が
ん
検
診
等
）
の
各
事
業
に

つ
い
て
は
、
対
象
者
や
実
施
方
法
を
新

市
に
お
い
て
速
や
か
に
調
整
し
ま
す
。

t 17．6．1発行

社
会
福
祉
法
人
象
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
き
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
二
日

開
催
の
理
事
会
及
び
平
成
十
七
年
三
月
二
十
五
日
開
催
の
評
議
員
会
、
社
会
福
祉
法

人
金
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
き
、
平
成
十
七
年
三
月
二
十
二
日
開
催
の
理
事
会

及
び
評
議
員
会
並
び
に
社
会
福
祉
法
人
仁
賀
保
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
つ
き
、
平
成

十
七
年
三
月
二
十
二
日
開
催
の
理
事
会
及
び
平
成
十
七
年
三
月
二
十
三
日
開
催
の
評

議
員
会
に
お
い
て
、
左
記
甲
、
乙
及
び
丙
は
合
併
し
て
「
社
会
福
祉
法
人
に
か
ほ
市

社
会
福
祉
協
議
会
」
を
設
立
し
、
甲
、
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
一
切
を
承
継
し
、
甲
、

乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
の
で
、
こ
の
合
併
に
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
平
成
十
七
年
八
月
二
十
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

平
成
十
七
年
六
月
一
日

甲
　
秋
田
県
由
利
郡
象
潟
町
字
浜
山
一
二
一
番
地
二

社
会
福
祉
法
人
象
潟
町
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
（
会
長
）

田
　
仲
　
晴
　
一

乙
　
秋
田
県
由
利
郡
金
浦
町
金
浦
字
金
浦
三
二
一
番
地
一

社
会
福
祉
法
人
金
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
（
会
長
）

佐
々
木
　
松
　
美

丙
　
秋
田
県
由
利
郡
仁
賀
保
町
平
沢
字
八
森
三
一
番
地
一

社
会
福
祉
法
人
仁
賀
保
町
社
会
福
祉
協
議
会

理
事
（
会
長
）

細
　
矢
　
鐵
　
雄

今年10月１日に誕生する「に

かほ市」のシンボルとなる市章

にふさわしいデザインを募集し

ます。ふるってご応募ください。

くわしくは、合併協議会発行『かけはし』の折込みチラシ「市章
デザイン募集」をご覧ください。
なお、応募用紙は合併協議会事務局または各町役場窓口にも備え付けてあ

ります。

●応募締切

平成17年６月30日E

到着分まで

応募先・お問合せ先
〒018－0402

秋田県由利郡仁賀保町平沢字鳥ノ子渕47番地１

仁賀保町・金浦町・象潟町合併協議会事務局
10184－32－3515

仁賀保町 金浦町 象潟町 



四
月
初
め
に
配
布
し
た
国
体
特
集
号

で
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
年
八
月

に
開
催
さ
れ
る
東
北
総
合
体
育
大
会

（
ミ
ニ
国
体
）
を
は
じ
め
、
来
年
の
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
、
そ
し
て
二
年
後
の
国

体
本
番
で
大
会
運
営
に
ご
協
力
い
た
だ

け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中
で
す
。

「
こ
う
い
う
お
手
伝
い
が
で
き
る
」

「
何
が
で
き
る
か
分
か
ら
な
い
け
ど
お

手
伝
い
し
た
い
」
と
お
考
え
の
皆
さ
ん
、

遠
慮
な
さ
ら
ず
ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

¡
活
動
内
容
（
例
）

会
場
・
道
路
・
駅
前
案
内
、
駐
車
場

案
内
、
休
憩
所
で
の
接
待
、
会
場
の
整

理
・
整
頓
、
環
境
美
化
・
清
掃
、
花
づ

く
り
、
応
援
団
、
手
作
り
看
板
・
の
ぼ

り
製
作
、
そ
の
他
の
各
種
業
務

¡
対
象

概
ね
十
五
歳
以
上
の
方
で
、
熱
意
を

持
っ
て
参
加
で
き
る
方
（
中
学
生
・
高

校
生
は
親
の
同
意
が
必
要
で
す
）。
個

人
、
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
。

¡
応
募
期
限

ミ
ニ
国
体
（
今
年
八
月
）
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
つ
い
て
は
、
七
月
十
五
日
F

ま
で
に
応
募
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

に
競
技
会
場
な
ど
を
飾
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
資

材
を
提
供
し
ま
す
。
花
苗
生
産
農
家
か

ら
指
導
も
受
け
て
い
た
だ
い
た
あ
と
、

約
一
か
月
間
栽
培
し
て
い
た
だ
く
予
定

敬
老
式
の
対
象
者
は
七
十
五
歳
以
上

（
昭
和
六
年
四
月
二
日
以
前
生
ま
れ
）

の
み
な
さ
ん
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
の
対
象
者
は
、
千
五
百
一
人

（
四
月
一
日
現
在
）。
こ
の
う
ち
、
上
寿

（
百
歳
）
の
祝
い
に
一
人
、
米
寿
（
八

十
八
歳
）
の
祝
い
に
四
十
六
人
、
傘
寿

（
八
十
歳
）
の
祝
い
に
百
二
十
人
の
該

当
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

当
日
は
、
参
加
さ
れ
た
み
な
さ
ん
と

テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
お
互
い
の
健
康

を
祝
福
し
ま
し
ょ
う
。
多
数
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

¡
期
日

６
月
21
日
C

平
沢
地
区

６
月
22
日
D

院
内
・
小
出

釜
ヶ
台
地
区

¡
場
所

ホ
テ
ル
エ
ク
セ
ル
キ
ク
ス
イ

¡
式
典

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

※
式
で
は
、
簡
単
な
料
理
な
ど
を
準
備

し
ま
す
が
、
会
場
に
は
昼
食
を
と
っ
て

か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
対
象
者
の
方
に
は
、
案
内
状
を
送
付

し
て
お
り
ま
す
が
、
準
備
の
関
係
の
た

め
出
席
か
欠
席
の
返
事
を
必
ず
６
月
10

日
F
ま
で
返
信
用
は
が
き
で
お
願
い
し

ま
す
。

※
送
迎
バ
ス
の
運
行
時
刻
表
は
、
６
月

15
日
号
に
掲
載
し
ま
す
。

¡
問
合
せ
先

福
祉
課
福
祉
係
1
#2
３
０
０
０
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Vol.16

◆申し込み窓口
〒018-0402
仁賀保町平沢字馬飼森30
仁賀保町公民館内
秋田わか杉国体仁賀保町実行委員
会事務局
1#73121／#73210（直通）
FAX#73123
Eメール hitosi-sato@nkktown.jp

で
す
。

ご
近
所
・
お
友
達
同
士
で
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

¡
応
募
期
間

応
募
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

ミ
ニ
国
体
（
今
年
八
月
）
の
花
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
は
六
月
十
五
日
D
ま
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

ご
家
庭
で
育
て

た
花
で
、
選
手
や

関
係
者
を
歓
迎
し

ま
せ
ん
か
。

美
し
い
花
で
大

会
を
盛
り
上
げ
て

く
だ
さ
る
「
花
い

っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ

く
り
サ
ポ
ー
タ

ー
」
を
募
集
中
で

す
。
ご
家
庭
で
プ

ラ
ン
タ
ー
に
花
を

栽
培
し
て
い
た
だ

き
、
大
会
開
催
時

ミニ国体



日
頃
、
地
域
の
ま

と
め
役
を
担
っ
て
い

る
集
落
会
長
や
町
内

自
治
会
長
の
皆
さ
ん

が
一
堂
に
会
し
、
町

行
政
に
つ
い
て
情
報

交
換
を
行
う
行
政
推

進
員
会
議
が
四
月
二

十
六
日
、
む
ら
す
ぎ

荘
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。今

年
度
の
町
予
算

と
主
要
施
策
に
関
す

る
町
当
局
の
説
明
の

あ
と
、
ご
み
の
不
法

投
棄
や
大
雪
に
よ
る
建
物
被
害
へ
の
対

応
、
農
地
転
用
の
手
続
き
な
ど
、
い
ず

れ
も
町
民
の
生
活
に
密
接
な
話
題
に
つ

い
て
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
永
年
行
政
推
進
員
を
務
め
ら

れ
、
こ
の
ほ
ど
退
任
さ
れ
た
次
の
方
々

に
対
し
て
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

◆
退
任
さ
れ
た
方
々
（
敬
称
略
）

渡
　
邉
　
勇
　
一
（
芹
　
田
）

佐
　
藤
　
重
　
則
（
上
小
国
）

佐
　
藤
　
　
　
繁
（
立
居
地
）

佐
々
木
　
祥
　
男
（
寺
　
田
）

齋
　
藤
　
正
　
道
（

畑
　
）

相
　
庭
　
　
　
久
（
桂
　
坂
）

u 17．6．1発行
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ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
土
地
で
あ
る
が
、

仁
賀
保
町
誕
生
と
と
も
に
発
足
し
た
平

沢
財
産
区
に
継
承
さ
れ
、
貴
重
な
財
産

の
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
有
効
活
用

を
通
し
て
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
て
き

た
の
で
あ
る
。
企
業
を
始
め
、
道
路
等
、

公
共
事
業
に
財
産
区
有
地
を
提
供
し
て

き
た
し
、
最
近
で
は
、
フ
ェ
ラ
イ
ト
子

ど
も
科
学
館
の
建
設
に
際
し
て
、
カ
リ

オ
ン
を
寄
贈
し
、
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば

れ
て
い
る
。

ま
た
、
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
今

年
は
駅
前
に
彫
刻
を
建
て
町
に
寄
贈
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

五
十
周
年
を
み
ん
な
で
お
祝
い
し
、

十
月
か
ら
は「
に
か
ほ
市
平
沢
財
産
区
」

と
し
て
運
営
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
新

し
い
市
政
と
一
体
と
な
っ
て
の
一
層
の

努
力
が
必
要
と
思
っ
て
い
る
。

お
元
気
で
―
―
。

春
の
低
温
続
き
で
、
よ
う
や
く
木
々

の
緑
が
き
れ
い
に
な
っ
て
き
た
。

お
元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

「
薫
風
苑
」
に
あ
る
黒
潟
に
今
年
は

白
鳥
が
飛
来
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
水
鳥

と
一
緒
に
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
。す

っ
か
り
環
境
が
よ
く
な
っ
た
黒
潟

は
、
県
工
事
と
し
て
整
備
し
て
き
た
場

所
で
あ
る
。「
黒
潟
地
区
地
域
用
水
環

境
整
備
事
業
」
と
し
て
平
成
十
年
に
測

量
設
計
を
し
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
平

成
十
六
年
度
ま
で
約
六
年
間
、
三
億
五

百
五
十
五
万
円
の
全
体
事
業
費
で
完
成

し
た
も
の
で
あ
る
。

貯
水
面
積
七
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
き

れ
い
な
環
境
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
黒
潟

で
、
四
季
折
々
の
落
葉
樹
を
眺
め
な
が

ら
散
策
し
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
話
題
を
変
え
て
も
う
一
つ
、

仁
賀
保
町
平
沢
財
産
区
が
発
足
し
て
五

十
周
年
を
迎
え
た
。

昔
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
で
薪
炭

林
と
し
て
、
あ
る
い
は
採
草
地
と
し
て

き
た
集
落
有
の
財
産
で
、
約
二
百
五
十

活発な情報交換活発な情報交換が行が行われわれました 活発な情報交換が行われました 

芹　田 遠藤金四郎

三　森 川 口 誠 三

鈴 佐 藤 友 志

平　沢 須 藤 荘 一

室　沢 大 場 　 仁

琴　浦 小 川 好 助

両前寺 佐 藤 8 六

大日向賢人

院　内 斎 藤 量 作

小　国 須 藤 　 久

上小国 佐 藤 一 彦

馬　場 三 浦 文 雄

石　田 佐 藤 　 進

田　抓 佐 藤 耕 一

横　根 佐 藤 稔 美

杉　山 佐々木修一

成 田 芳 子

伊勢居地 荘 司 範 彦

中　野 斎 藤 　 智

三日市 須 田 : 悦

立居地 飯 尾 召 征

百目木 鈴 木 敏 規

堺 小 松 時 司

樋ノ口 斎 藤 耕 一

寺　田 佐 藤 金 悦

畑 佐々木長秀

桂　坂 齋 藤 一 男

東　畑 佐々木文夫

水　沢 佐 藤 幸 一

釜ケ台 阿 部 勇 男

下　坂 斎 藤 峰 雄

冬　師 三 浦 吉 松

上　坂 榮 喜 新 一

集落名 氏名 集落名 氏名

－あなたと町政のかけはし－

行政推進員のみなさん

にかほ
ハイツ

町営住宅
さ く ら

　 


